
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  

 
 

  

 
 

  

 
 

  

 
 

  

  

とりまとめた景観まちづくりプランに基づき、板橋区と地区の皆さまがそれぞれ地区

の景観をより良くしていくための取組みを行っていきます。 

これらの取組みを協力し合いながら進めていくことにより、プランに位置付けた将来

像の実現につながっていくことになります。 

一緒に赤塚四・五丁目地区の景観まちづくりに取り組んでいきましょう！ 

赤塚四・五丁目地区 
景観まちづくりニュース 
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景観まちづくりプラン（素案）を

作成しました！ 

板橋区は、赤塚四・五丁目地区の

皆さんと一緒に、地区の景観資源を

生かした「景観まちづくり」に取り

組んでいます。 

板橋区の景観まちづくりに関する問い合わせ先 
     板橋区 都市整備部 都市計画課 都市景観係 

     tel.03-3579-2549（直通） fax.03-3579-5436 

         email:t-keikan@city.itabashi.tokyo.jp 

 

令和 5 年 8 月から赤塚四・五丁目地区の景観の魅力について地域のみなさんに楽しみながら知
ってもらう、“ワクワクあかつか Project”をスタートし、また、同年 10 月から地区の人たちと
景観まちづくりに関して学ぶ勉強会 “フムフムあかつか Project” を開催してきました。 
これまで、まちあるきやワークショップなど計７回の勉強会を開催し、参加者のみなさんと地

区の景観の魅力や課題について意見交換を行いました。 
そして今回、勉強会の成果や地区内で過去に行ったアンケート結果をもとに、地区の景観まち

づくりの方向性を示す『赤塚四・五丁目地区景観まちづくりプラン（素案）』をとりまとめました。 
 
また、令和７年２月 16日（日）に、景観まちづくりプラン（素案）の内容を地区の皆様に報告

する「お披露目会」を開催しました。 
当日は、約 20名の方に参加いただき、地区の景観まちづくりのあり方などについてご説明する

とともに、プランで掲げた将来像「変化のある眺めと緑豊かで落ち着いた住宅地の景観」の実現
に向けた第一歩として、寄せ植えのワークショップも開催しました。 
景観まちづくりプラン（素案）の概要やお披露目会の様子などについては P2～P3 をご覧くだ

さい。 

景観まちづくりプラン（素案）の構成 

１ ４ 

これまでの経緯と今後の予定 

「フムフムあかつか Project」では、令和 5・6 年度の 2 年をかけて、地区の景観資源を活かした「景観まち

づくり」に取り組み、その成果とこれまでに行ったアンケート調査をふまえ「景観まちづくりプラン（素案）」とし

てとりまとめました。 

今後は、今回お披露目したものを「景観まちづくりプラン」にして、板橋区に提案する予定です。 

Mar 

景観まちづくりプラン（素案）は以下の内容で構成しています。 
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フムフムあかつか Project（勉強会） 

【計７回開催】 

ワクワクあかつか Project 

【計４回開催】 

地区住民等に対するアンケート 

【計２回】 

景観まちづくりプランのとりまとめ 

１．わたしたちのまちの魅力と課題 

●『地形』、『みどり』、『歴史』、『住民の活動』の視点で地区の魅

力を整理しています 
●地区の課題についても整理しています 

２．赤塚四・五丁目地区景観まちづくりプラン －ビジョン編－ 

３．赤塚四・五丁目地区景観まちづくりプラン －アクション編－ 

●地区の景観の将来像、まちづくりの方針を整理しています 

●景観まちづくりを進めるための具体的な取組みの例などを示

しています 

令和 7 年 3 月 

景観まちづくりプランを板橋区に提案 

令
和
７
年
度
以
降 

 
 

プランを板橋区に提案 
プランに基づき、景観まちづくりを推進 
（できるところから行う取組みを進め、近隣の方

や区などと協力しながら、少しずつ発展させてい

く） 

「変化のある眺めと緑豊かで落ち着いた住宅地の景観」の実現 

板橋区 

プラン実現に向けた方策・支援を検討 

方策・支援の実施 

赤塚四・五丁目地区の皆さま 

まち歩きや自ら手を動かすワークなど
を通じて望ましい景観のあり方につい
て話し合いました 

地区の巨大模型やパネル展示、スタンプ
ラリーなど誰もが楽しみながら地区の
景観を学ぶイベントを開催しました 

景観まちづくりプランを紹介するととも
にその内容についてご意見をお聞きす
るアンケートを実施しました 
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景観まちづくりプラン（素案）の概要 

 景観まちづくりプラン（素案）の内容を報告しました！ 

２ 

 寄せ植え講座・ワークショップを開催しました！ 

はじめに、勉強会員から挨拶をいただいた後、勉強

会の様子なども交えて、プランの概要や、プランの実現

に向けては地区の方々による景観まちづくりの推進と

区の方策・支援の両輪で進めていくことが大切である

ことなどについて説明しました。 

お披露目会は２回開催し、参加者へのアンケートで

は、「とても良いプランだと思う」「これからの赤塚が楽

しみ」など、プランの内容や今後の地区の景観まちづく

りへの期待などの意見を寄せていただきました。 

地形による変化のある眺望を活かした 
景観づくり   【崖線周辺、区民坂道の周辺】 

景観の将来像 

景観まちづくりプラン（素案） お披露目会 

寄せ植え講座・ワークショップ 

講師：フラワーショップ イッセイ店 
大野千絵先生 

地区の魅力 

起伏の豊かな地形が生む 

変化のある眺め 

大小さまざまなみどりが織りなす 

潤いのあるまちなみ 

重層的な歴史が編み出す 

まちなみ 

地区住民の交流・地区への愛着を 

育む様々な活動 

景観まちづくりの取り組みアイデア（一例） 

●坂道からの眺めに配慮
した建物の配置・高さ 

●坂道に面して緑化 
●圧迫感のない擁壁 等 

歴史・文化を感じさせる深みのある 
景観づくり          【歴史的資源周辺】 

●参道の樹木を意識した
建物の高さ・規模 

●歴史的資源と調和した
形態・意匠      等 

崖線のみどりや農地のみどりに親しむ・楽しむ 
景観づくり          【崖線周辺、農地の周辺】 

●崖線の緑と調和した建物の
配置・高さ・色彩 

●農地の赤土と調和した色彩 
●農地と調和した植栽  等 

赤塚カラーを活かした色彩まちづくり 【地区全体】 

最初に、講師から寄せ植えに関する知識や花

の育て方などについて講演を受けた後、参加者

が実際に寄せ植えに挑戦しました。 

当日は５種類の花を用意し、皆さん思い思い

に寄せ植えを楽しみ、プランの将来像実現に向

けた第一歩として、できあがったプランターをお

持ち帰りいただきました。 

ガーベラ 
ネメシア 
デモルフォセカ 
プリムラシネンシス 
クフェア 

ベースカラーの例 

■赤塚に特徴的な風土の色（赤塚カラー）を建物の
ベースカラーなどに用いた景観づくりを行う 

今回、寄せ

植えを行っ

たお花 

大野先生から、

寄せ植えの方法

や花の種類に応

じた水遣り、置

き場所などにつ

いて講演いただ

きました 

プランの概要版は別途配付いたします。 


